
専門科目の物理化学・分析化学領域（問題[４]）において、出題誤りがありました
（５ページ参照）。
正誤表を最終ページに掲載しておりますので、確認願います。
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＜専門科目 物理化学・分析化学領域（問題[４]）正誤表＞ 

 

●ミスの内容 
問題文中「水の比熱：4.18 J g-1 K-1」と記載すべき箇所を誤って「水の比熱：4.18 J mol-1」
と記載してしまった。 

 

【誤】 

 
塩化ナトリウムとケイ酸ナトリウムの混合物Ａを 2.00 g 量りとり、これに(a)濃硫酸を加え

たところ気体 Bが発生した。発生した気体の全てを 1.00 Ｌの水に吸収させたところ、発熱

が観測され、温度が 0.543℃上昇した。 

続いて、気体 Bを吸収した液にブロモフェノールブルーを１滴加え、1.00×10-3 mol L-1 の

AgNO3溶液を少しずつ加えたところ白色沈殿が生じた。さらに AgNO3溶液を加えたところ、

(b)溶液が赤くなり、滴定を終了した。 

 

データ１【絶対零度：-273.2℃，水の比熱：4.18 J mol-1，NaCl の分子量：58.4，NaCl の融

解熱：28.2 kJ mol-1，NaCl の昇華熱：215 kJ mol-1，NaCl の格子エネルギー：772 kJ mol-1】 

データ２【（標準生成エンタルピーΔfHɵ [kJ mol-1]の値）気体 B(aq)：-168，気体 B(g)：-92.3，

H+(aq)：0，H+(g)：1.54×104，Cl-(aq)：-168，Cl-(g)：-233，H2O(l)：-286，H2O(g)：-242】 

※ただし、括弧内の記号の aq は水溶液、l は液体、g はガスの状態を表す。 

 

 
 

【正】 

 

塩化ナトリウムとケイ酸ナトリウムの混合物Ａを 2.00 g 量りとり、これに(a)濃硫酸を加え

たところ気体 Bが発生した。発生した気体の全てを 1.00 Ｌの水に吸収させたところ、発熱

が観測され、温度が 0.543℃上昇した。 

続いて、気体 Bを吸収した液にブロモフェノールブルーを１滴加え、1.00×10-3 mol L-1 の

AgNO3溶液を少しずつ加えたところ白色沈殿が生じた。さらに AgNO3溶液を加えたところ、

(b)溶液が赤くなり、滴定を終了した。 

 

データ１【絶対零度：-273.2℃，水の比熱：4.18 J g-1 K-1，NaCl の分子量：58.4，NaCl の融

解熱：28.2 kJ mol-1，NaCl の昇華熱：215 kJ mol-1，NaCl の格子エネルギー：772 kJ mol-1】 

データ２【（標準生成エンタルピーΔfHɵ [kJ mol-1]の値）気体 B(aq)：-168，気体 B(g)：-92.3，

H+(aq)：0，H+(g)：1.54×104，Cl-(aq)：-168，Cl-(g)：-233，H2O(l)：-286，H2O(g)：-242】 

※ただし、括弧内の記号の aq は水溶液、l は液体、g はガスの状態を表す。 

 


